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西条伝統工芸

だんじり彫刻

ふるさと産品通信

 まだまだ暑い日が続きますが、朝夕は涼しくなり、

少しずつ秋の気配を感じられるようになってきまし

た。気の早い祭り好きは、もう祭りのことが待ちきれ

なくなってきているころではないでしょうか。

　祭りの主役の一つであるだんじりは、前面・側面・

後面に物語が描かれた彫刻が施されています。その彫

刻は、だんじりそ

のものといえるほ

ど重要な要素の一

つです。

　石水彫刻所の石

水信至さんは、18

歳からだんじり彫

刻に携わり、38年

間、常に技術を磨

き続けています。それは、自分が携わっただんじりが

大切にされ、町内の誇りとなり、かき夫に勇ましく担

ぎ上げられる様子を見ると本当にうれしく、やりがい

を感じる一方、責任も強く感じるからだそうです。

　これまでの功績から、えひめ伝統工芸士に認定され

ているほか、愛媛県知事表彰や地域伝統芸能大賞など

を受賞しています。今でも技術を磨くため、各地の祭

礼を見て回っているそうです。

　石水さんが得意とする題材は、花鳥風月や武者絵な

どです。木材に下絵を描き、約100種類のノミを使っ

て立体的に彫り上げます。その武者や龍などは躍動感

があり、今にも動き出しそうです。

　祭りの期間中は、市外・県外からも多くの観光客が

訪れます。皆さんも今年の祭りは、改めてだんじり彫

刻の素晴らしさを感じてみてはいかがでしょうか。▲彫刻を施す石水さん
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